
柿
岡
附
近
に
於
け
る
地
鳴
地
震
に
就
て

」
緒
言
二
地
震
と
地
鳴
三
地
鳴
聴
取
匡
域
四
地
鳴
地
震
発
生
の
時
期

五
地
鳴
地
震
と
非
地
鳴
地
震
と
の
記
象
型
の
比
較
六
地
鳴
地
震
の
震
央
分

布
七
地
鳴
の
強
さ
と
震
度
と
の
比
較
八
地
鳴
の
振
動
数

九
地
鳴
を
起
す
原
因
の
考
察

-
!
緒
言
地
震
に
伴
い
っ
て
起
る
音
響
印
ち
地
鳴
の
原
因
は
未
だ
判
明
し

て
居
ら
ぬ
、
併
し
此
現
象
は
日
本
の
地
震
に
の
み
な
ら
や
ー
諸
外
図
の
相
営

顕
著
な
る
地
震
に
は
大
概
件
ふ
と
さ
は
周
知
の
事
賓
で
あ
る
。

我
図
に
も
古
来
そ
の
記
録
は
あ
る
が
吾
々
の
記
憶
に
向
新
た
る
大
正
十

四
年
五
月
二
十
ー
三
日
北
但
馬
の
強
震
、
昭
和
二
年
三
'
周
一
七
日
北
丹
後
烈
震
、

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
六
日
北
伊
豆
地
震
、
昭
和
式
年
九
月
二
十
三
日
西

埼
玉
強
震
、
近
く
は
昭
和
八
年
三
月
三
日
三
陸
沖
強
震
等
に
は
強
烈
な
る

地
鳴
を
伴
っ
た
。

市
し
て
、
地
鳴
を
聴
き
得
る
範
固
に
大
小
の
あ
る
と
左
は
、
前
記
の
地

震
に
於
で
も
良
く
と
れ
が
認
め
ら
れ
る
。

楼

井

F古
，.也、

雄

北
丹
後
及
び
三
陸
沖
の
地
震
に
伴
っ
た
地
鳴
は
康
範
閏
地
鳴
の
例
で
、

前
者
は
関
東
か
ら
四
図
九
州
の
北
端
ま
で
1

後
者
の
地
震
で
は
北
海
道
か

ら
中
部
地
方
に
ま
で
、
そ
の
現
象
を
観
測
す
る
と
ー
と
が
出
来
た
c

叉
北
但

馬
、
北
丹
後
、
西
埼
玉
等
の
地
震
に
伴
っ
た
地
鳴
は
、
地
鳴
聴
取
直
域
に

異
欣
た
る
現
象
が
現
出
し
た
。

と
れ
等
の
地
震
に
於
て
、
地
鳴
諒
取
の
地
主
地
質
国
主
を
比
較
す
る

に
、
地
鳴
を
聴
取
し
た
匿
域
は
大
概
花
筒
岩
や
片
麻
岩
等
大
古
屠
及
古
生

居
等
の
硬
質
の
土
地
で
あ
る
。
第
四
紀
居
の
如
き
地
で
は
地
鳴
を
観
測
す

る
と
'
ど
は
困
難
で
あ
り
、
叉
出
来
て
も
一
音
も
低
く
、
範
閣
も
非
常
に
狭
い
、

故
に
地
鳴
聴
取
区
域
に
は
地
質
や
地
形
の
影
響
が
あ
る
と
左
が
解
る
。
4

ん

も
地
震
の
強
弱
の
程
度
を
無
視
す
る
と

ιは
出
来
な
い
。

柿
岡
地
方
に
は
地
鳴
は
屡
主
観
測
出
来
る
の
で
、
前
記
の
様
な
強
震
で

た
く
極
め
て
小
さ
な
微
弱
震
程
度
の
地
震
に
於
て
大
地
震
に
匹
敵
す
る
や

う
た
地
鳴
の
現
象
が
観
測
さ
れ
、
時
に
は
人
身
に
震
動
を
感
ぜ
守
地
鳴
の

三
八
一



み
を
感
宇
る
と
と
も
あ
る
。

本
報
昔
に
は
、
柿
同
及
び
附
近
に
於
け
る
地
鳴
を
件
へ
る
地
震
に
就
き

過
去
五
ヶ
年
(
一
九
二
七
|
一
九
三
ご
の
観
測
材
料
に
よ
る
調
査
を
載

は
後
の
機
舎
に
ゆ
や
っ
て
と

L

に
は
斯
の
如
き
現
象
の
あ
る
左
一
広
ふ
と
と

三
八
ニ

の
み
に
止
む
。

三
地
鳴
聴
取
匡
域

ま
で
蹟
っ
て
居
る
か
の
調
査
は
、
曾
て
営
所
に
十
代
勤
せ
ら
れ
た
現
宇
都
宮

柿
岡
地
方
に
於
て
屡
主
聴
く
地
鳴
が
苫
の
範
固
に

す。=
地
震
と
地
鳴
諸
所
の
地
鳴
の
観
測
報
告
を
見
る
左
地
鳴
が
地
震
前

に
あ
っ
た
か
又
は
地
震
£
同
時
に
あ
っ
た
も
の
が
主
で
あ
る
c

地
鳴
を
伴
ふ
地
震
を
良
〈
注
意
し
て
観
測
す
る
在
、
先
づ
衝
撃
的
危
震

動
を
脚
下
に
感
じ
て
後
震
動
を
感
じ
、
そ
の
震
動
は
大
き
く
左
ら
や
に
減

衰
し
て
し
ま
ふ
の
が
普
通
で
あ
る
J

郎
ぢ
人
身
が
地
震
の

P
波
に
よ
っ
て

振
動
を
感
十
る
ん
」
共
に
、
そ
の
瞬
間
既
に
そ
の

P
波
は
地
面
に
接
し
て
ゐ

る
空
気
を
振
動
せ
し
め
音
を
出
す
も
の
左
考
へ
ら
れ
地
震
主
同
時
に
地
鳴

が
観
測
さ
れ
る
が
、
地
震
後
に
地
鳴
を
伴
ふ
も
の
は
P
波
の
振
動
を
人
身

に
感
ぜ
や
-
2
日
の
み
を
感
じ
S
波
に
が
、
て
始
め
て
振
動
を
感
や
る
も
の
で
は

な
か
ら
う
か
。
地
鳴
の
み
で
人
身
に
感
じ
た
い
地
震
の
あ
る
の
を
見
て
も

と
の
と
左
が
解
る
。

倫
音
の
縫
績
時
聞
は
五
秒
か
ら
長
い
も
の
で
三
十
秒
位
の
も
の
で
、
地

震
の
震
動
を
感
じ
て
ゐ
る
聞
は
減
衰
し
た
が
ら
聴
え
る
も
の
が
多
い
。
そ

し
て
地
鳴
が
大
き
く
て
長
い
時
間
綬

cー
も
の
L
中
に
は
、
地
鳴
の
進
む
方
ー

向
の
解
る
も
の
や
、
進
行
牲
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
と
ら
考
察

地鳴聴取直域第一国



測
候
所
長
杉
山
技
師
が
調
査
さ
れ
i

た
も
の
が
あ
る
。
調
査
の
方
法
は
地
鳴

り
有
無
に
就
き
手
紙
に
て
F

照
合
し
た
も
の
で
其
の
内
容
は
三
項
よ
り
成
り

之
に
劃
す
る
同
答
を
ま
左
め
た
も
の
で
あ
る
。
印
ち
一
、
地
鳴
を
屡
£
聞

く
か
1
z

一
、
立
怖
に
聞
く
か
、
一
、
全
〈
聞
か
ぬ
か
、
の
三
種
で
と
の
照
合

を
茨
城
、
千
葉
、
栃
木
.
埼
玉
等
の
遁
営
友
場
所
に
於
け
る
皐
校
、
或
は

役
場
等
に
愛
し
て
そ
の
同
公
口
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

え
の
同
答
を
固
示
し
て
見
る
左
第
一
固
の
如
く
、
地
鳴
を
聞
く
範
国
は

北
は
那
珂
川
を
境
に
そ
の
以
南
、
南
は
利
根
川
を
境
と
し
て
そ
の
以
北
、

東
は
太
平
洋
岸
ま
で
、
西
は
鬼
怒
川
沿
岸
等
径
九
十
粁
の
範
固
に
限
ら
れ

て
居
る
。
併
し
て
屡
主
聞
く
範
聞
は
筑
波
を
中
心
に
東
西
三
十
粁
、
南
北

六
十
粁
の
範
圏
内
に
あ
る
。
市
し
て
北
は
太
田
、
南
は
佐
倉
、
西
は
結
城
、

古
況
に
至
勺
て
全
く
聞
え
ざ
る
範
園
に
入
る
。
と
れ
を
も
っ
て
見
る
も
如

何
に
地
質
や
地
殻
構
造
が
地
鳴
諜
取
に
関
係
あ
る
か
を
認
む
る
と
と
が
出

来
る
。

¥

，

ノ

'

~

沼
地
鳴
地
震
設
生
の
時
期
始
め
小
期
間
に
就
て
見
る
に
地
鳴
地
震
は

群
を
・
な
し
て
観
測
さ
れ
る
。
:
一
日
中
或
は
連
日
に
亙
っ
て
数
同
一
つ
の
群

を
な
し
て
観
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
ι

第
二
国
は
一
九
一
一
八
年
中
に
あ
っ
た

地
鳴
地
震
を
五
日
間
づ
L

に
直
切
っ
て
そ
の
後
生
同
教
を
園
示
し
た
も
の

で
川
群
・
愛
し
て
ゐ
る
ご
と
を
苑
ら
れ
る
。
倫
他
の
期
間
K
就
て
も
同
様
に

群
愛
す
る
と
と
が
見
ら
れ
る
c

(矛則的
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月

=月皐

」
十=月

地
震
の
誘
因
'
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
現
象
に
は
気
盤
、
潮
汐
、
リ
レ

l
地

震
等
が
あ
る
。
地
鳴
地
震
に
於
て
も
と
れ
等
の
現
象
に
て
一
弐
的
或
は
二

弐
的
危
刺
戟
を
受
け
起
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
様
で
、
念
に
暖

気
が
襲
っ
た
り
、
雨
の
後
な
ど
に
来
る
も
の
や
、
又
は
一
地
震
が
起
る
・
と

刺
戟
さ
れ
た
如
く
順
尖
そ
の
震
夫
在
建
へ
つ
L

群
裂
す
る
と
か
、
同
一
震

央
を
有
心
て
飴
震
的
な
現
象
を
呈
す
る
等
が
普
通
寸
あ
る
c

三
八
三



次
に
五
ヶ
年
の
地
鳴
観
測
か
ら
乏
の
年
愛
化
を
見
る
ル
」
第
三
国
の
如
き

も
の
を
得
る
。
印
ち
地
鳴
は
年
中
一
様
に
起
ら
や
、
極
大
の
顕
れ
る
時
期

が
あ
る
。
併
し
此
統
計
に
封
し
て
は
此
程
度
の
観
測
材
料
で
は
王
否
を
云

--=--・
:f..-t 
I.D・
、'-"'.t巴n喝1巴食。与主{t:...

JJ.'r雫'子。

s 

官一月
Z
月一月

5

4

3

 

沼
会

司・ 守・

頁完五穴一月
J、
月貴声高"" 月

(pa
明
)

全有態把霊碑潟明ttll島地震の事j台、

.fU.年'平1:1

三
八
四

る
も
の
か
ん
」
、
会
有
感
地
震
に
封
J

し
て
地
鳴
地
震
の
起
る
割
合
を
見
た
る

に
第
四
国
の
様
た
曲
線
を
得
た
。
乙
れ
に
よ
っ
て
も
地
鳴
後
生
は
、
春
と

秋
の
頃
に
そ
の
極
大
が
見
ら
れ
る
。

d

向。

o

o

n
v
n
3

・0

1
 

q 

6 

70 

60 

云
す
る
と
之
は
勿
論
出
来
た
い
が
、
併
し
大
躍
の
傾
向
は
判
る
。
乃
ち
地

鳴
は
春
秋
二
季
に
多
い
。
小
地
震
の
後
生
が
春
と
冬
に
多
い
ん
」
は
主
張
さ

れ
て
ゐ
る
と
・
と
で
、
と
の
時
季
に
地
鳴
を
件
ふ
地
震
同
教
の
多
い
鴬
に
よ

50 

40 

守-

H 

... 
頁

~宇
同月育盲合責胃貴}'I J!I 

想
ふ
に
小
地
震
の
後
生
頻
繁
た
時
期
に
は
地
鳴
を
起
、

す
様
な
地
震
機
構
一
の
も
の
が
多
い
の
で
あ
ら
う
。

五
地
鳴
地
震
と
非
地
鳴
地
震
と
の
記
象
型
の
比
較
。

地
鳴
は
地
震
波
動
に
よ
り
起
る
の
で
あ
ら
う
、
然
ら
ば

地
鳴
地
震
ξ
非
地
鳴
地
震
・
と
の
記
象
型
は
幾
分
異
・
な
る

で
あ
ら
う
左
思
ふ
。
是
等
二
種
の
地
震
記
録
に
就
て
そ

の
記
象
型
吾
比
較
し
て
見
た
。
口
絵
に
掲
げ
た
も
の
が

そ
れ
で
あ
る
。
即
ち
地
鳴
地
震
記
象
型
の
特
徴
を
翠
げ

れ
ば
弐
の
様
で
あ
る
。

一
P
及
S
相
の
初
動
が
共
に
地
震
記
象
中
最
大

/
t
、た
振
幅
を
も
っ
て
始
ま
り
、
後
次
第
に
減
衰

す
る
か
、
或
は

P
相
の
初
動
は
左
程
大
た
ら

・
下
左
も
S
相
の
初
動
は
最
大
振
幅
を
ル
」
り
P

S
雨
相
の
境
界
を
判
然
と
示
す
も
の
が
普
通
で
あ
る
。
口
給

/
l

、
f
k

小
川

|
ω
は
前
者
の
例
で
め
|
ρ
は
後
者
の
例
で
あ
る
。

二
初
動
の
週
期
は
極
め
て
小
で
、
多
く
は
週
期
の
験
測
は
出
来
友



ν、。

偶
主
擦
の
具
合
で
験
測
し
得
ら
れ
た
も
の
で
も

0
・
四
秒
以
上
の
週
期

を
出
づ
る
も
の
は
殆
ん
ど
観
測
さ
れ
な
い
。
初
期
微
動
継
綾
時
聞
に
於
て

二
O
秒
を
出
づ
も
の
に
あ
っ
て
も
地
鳴
を
伴
ふ
場
合
の
も
の
は
多
く
は
週

期
の
験
測
は
不
可
能
で
あ
る
。
記
録
の
上
で
無
感
主
思
は
る
L
地
震
(
第

五
園

ω一
九
三

O
年
一
二
月
一

O
日
柿
岡
附
近
の
地
震
参
照
)
で
も
地
鳴

を
伴
ふ
性
質
の
地
震
は
大
概
人
身
に
感
宇
る
。

と
れ
で
地
鳴
を
伴
ふ
地
震
の
週
期
が
短
い
の
が
判
る
、
と
の
地
鳴
地
震

は
震
央
が
各
地
異
友
つ
て
ゐ
る
も
ほ
ど
同
型
の
も
の
が
多
い
。
而
し
て
観

測
地
黙
の
異
な
っ
た
場
所
の
記
象
型
は
如
何
な
る
も
の
な
る
か
、
試
み
に

近
接
し
て
ゐ
る
筑
波
、
水
戸
、
宇
都
宮
、
熊
谷
、
銚
子
、
一
脂
島
等
の
観
測

の
報
告
を
仰
い
で
地
鳴
地
震
の
数
同
の
観
測
を
比
較
し
て
見
た
。
，
次
に
拐

げ
る
表
は
そ
れ
で
あ
る
。

と
の
記
象
型
は
左
固
に
示
せ
る
様
に
記
象
型
を
ム
ー
ム
臥
の

四
種
に
大
別
し
て
と
の
四
種
の
何
れ
に
該
営
す
る
か
を
照
合
し
た
。

此
の
内
A
B
の
型
は
地
鳴
地
震
型
で
あ
る
。
(
C
型
で
週
期
の
極
め
て
小

に
し
て
、
勝
、
測
の
不
可
能
な
る
も
の
は
往
々
地
鳴
を
件
ふ
も
の
が
あ
り
、

そ
し
て
と
れ
は
大
概
盤
屋
崎
、
阿
武
隈
川
、
金
華
山
等
の
地
に
限
ら
れ
て

ゐ
る
。
〉
此
の
表
を
見
る
に
一
、
二
を
除
い
て
は
大
趨

向
型
の
記
象
型
が
多
い
。
第
六
固
い
引
は
此
の
表
示
し

た
も
の
L

内
か
ら
一
九
二
八
年
一
月
一
日
の
鬼
怒
川

市
し
て
、
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佳
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G
首
唱
汁
W
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Y
S
D
k
r
・
出
・
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・
ロ
対
酬
が

8
5
」
い
お
国
出
「
汁
山
引
自
給
腿
附
一
切
は
γ

。

下
流
の
地
震
に
就
て
各
地
の
記
象
型
を
一
見
し
て
判

明
す
る
様
に
園
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
此
の
固
を

見
る
に
銚
子
を
除
い
て
他
は
皆
同
型
な
る
地
鳴
地
震

に
あ
象
型
で
あ
り
、
地
鳴
は
柿
岡
、
筑
波
山
、
水
戸
等

的
記
っ
た
。
第
六
国
側
は
一
九
二
八
年
一
月
十
六
日

の
同
じ
く
鬼
怒
川
下
流
の
地
震
で
あ
る
が
水
戸
、
銚

子
、
一
踊
島
を
除
い
て
同
型
地
鳴
地
震
記
象
型
で
柿

三
八
五



-4~-てへ
.J.-

鬼
芯
・
川
「
ド
え
句
情
や
伊
九

¥眠、

ナ
九
ム
へ
.
一

.
z
h
.
u
L
-
-
、

か
ι恒
松
山
市
川
r
r
J
ι
ν
(珂
虐
品
川

矛
久
崎
山
内

-
児
宅
街

o
n喰
4

日忍

問
、
筑
波
山
に
地
鳴
あ
り
、
同
じ
く
第
六
固
仰
は
一
九
三

O
年
六
月
二
十

九
日
霞
ヶ
浦
西
浦
の
地
震
で
柿
岡
、
水
戸
、
宇
都
宮
は
同
型
、
筑
波
山
、

熊
谷
は
同
型
、
共
に
地
鳴
地
震
型
、
銚
子
、
福
島
は
同
型
で
非
地
鳴
地
震

型
、
而
し
て
地
鳴
は
柿
岡
、
筑
波
山
に
あ
っ
た
。

と
れ
か
ら
考
へ
る
と
地
鳴
地
震
は
そ
の
地
震
機
構
が
特
異
性
を
持
っ
て

ゐ
る
や
う
に
見
ら
れ
る
。

一
八
六

i
間
約
¥

矛
b
h
a

閣
り

次
に
非
地
鳴
地
震
型
に
あ
っ
て
は
次
の
如
き
特
長
を
有
す
ρ

↓
初
動
の
振
幅
が
微
小
に
始
ま
り
，
次
第
に
振
幅
は
増
大
さ
れ
p

f
t
、

一
S
の
境
が
不
明
瞭
な
る
所
謂
紡
錘
型
な
る
も
の
が
普
通
で
あ

る
e

コ
週
期
に
於
て
は
比
較
的
に
緩
慢
で
此
の
程
の
週
却
は
明
瞭
に

議
取
る
と
と
が
出
品
市
る
の
が
普
通
で
あ
る
。



.
命
S
の
初
動
が
最
大
動
を
な
し

p
s
雨
相
の
境
が
明
瞭
.

で
守
一
見
地
鳴
地
震
的
な
記
象
型
で
あ
っ
て
も
、
初
動
の
週
.

期
長
く
し
で
熟
練
廿
る
観
測
者
医
は
容
易
に
地
鳴
が
‘
伴
な
は

ね
地
震
で
あ
る
と
左
が
解
る
。
〈
口
総
参
照
)

六
地
鳴
地
震
の
震
央
分
布
気
象
墨
発
行
の
気
象
要
賢
か

ら
地
鳴
地
震
の
震
央
を
摘
出
し
て
見
た
る
に
弐
の
各
地
に
起

る
こ
ル
」
を
知
っ
た
。

柿
岡
附
近
、
筑
波
山
附
近
、
霞
ヶ
浦
附
近
、
鹿
島
灘
、
小

貝
川
流
域
、
鬼
怒
川
流
域
、
利
根
川
流
域
等
に
震
央
を
持
つ

も
の
が
大
部
分
で
極
く
稀
れ
で
あ
る
が
那
珂
川
流
域
、
久
慈

川
流
域
、
江
戸
川
上
流
、
飯
沼
川
流
域
等
の
地
震
に
も
地
鳴

を
伴
ふ
も
の
が
あ
る
。
ま
た
遠
く
は
堕
屋
崎
、
阿
武
隈
川
、
金
華
山
附
近

等
の
地
震
に
も
と
の
種
の
現
象
を
呈
す
る
も
の
が
あ
る
。
今
と
れ
等
の
震

震

央

地

V
A

小

貝

川

流

域

二

O

一

那

珂

川

流

域

三

一

鹿

島

灘

一

一

一

江

戸

川

上

流

↓

一

一

利

根

川
J

流

按

四

震

央

地

盤

屋

崎

霞

ヶ

浦

飯

沼

川

流

域

筑

波

山

附

近

其

の

一

他

一一‘ 0/ 
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震
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怒
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一

八

久
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川
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三

柿

岡

附

近

ベ

阿
武
隈
川
流
域
二
-
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色南西

5

活

邑

g

t

E

判

ヒ

ヤ

4
4

百

ヰ

見

で
あ
る
。

ヰヒ勺東

北東

東北東

東

京聞東ト

南東! ，1， 
商々東 1----1.

l 坊;;JJ J Ii J Jiほ七Hrt品オ去対4
p-s ojl司 ‘企〆

而
し
て
地
鳴
の
強
烈
な
も
の
は
小
貝
川
流
域
、
鬼
怒
川
電
流
域
、
、
柿
岡
附

近
、
鹿
島
灘
等
の
地
震
に
伴
ふ
も
の
が
多
い
。

第
八
固
は
柿
岡
に
於
げ
る
地
鳴
地
震
の
初
期
微
動
縫
緩
時
聞
に
よ
る
方

向
別
分
布
で
、
黒
線
の
長
さ
は
(
一
一
粍
の
長
さ
一
同
)
そ
の
同
教
を
一
不
ず
。

叉
第
九
園
ば
初
期
微
動
機
綾
時
聞
と
そ
の
同
教
を
国
示
し
た
も
の
で
あ

J

る
J

地
鳴
は
五
秒
か
ら
ん
秒
位
の
初
期
微
動
縫
績
時
聞
を
持
つ
も
の
が
大

止
へ
を
有
，
す
る
地
鳴
地
震
の
親
測
同
教
の
百
分
率
を
表
示
す
れ
ば
上
の
湿
り

一
二
八
‘
七



部
分
で
総
て
の
い
方
舟
よ
り
一
様
に
起
つ
で
ゐ
る
Q

唯
北
々
一
束
及
北
東
の
方

向
に
は
比
較
的
初
期
微
動
縫
績
時
間
の
長
き
地
震
に
も
地
鳴
を
件
っ
て
ゐ

地~f.)地震の P-Sf艦績時間別回数一第ブL園

五ヶ年の平均

る
、
而
し
て
'
南
及
西
に
か
け
て
は
初
期
微
動
縫
積
時
間
の
十
秒
を
出
づ
る

も
の
は
殆
ん
ど
稀
れ
で
あ
る
。
此
の
事
.
貨
は
地
質
と
密
接
た
関
係
が
あ
る

左
考
へ
ら
れ
る

4

も
の
で
あ
っ
て
、
関
東
地
方
及
奥
羽
川
地
方
の
地
質
園
を
見

れ
ば
柿
同
筑
波
山
脈
の
間
以
居
あ
り
)
阿
武
隈
山
系
は
北
方
に
通
じ
て
ゐ
る

ミ
八
人

が
、
と
れ
に
反
し
西
及
南
は
武
蔵
野
の
第
四
紀
居
を
以
っ
て
形
成
さ
れ
て
、

居
る
地
で
あ
っ
て
北
々
東
及
北
東
よ
り
の
地
震
は
比
較
的
吸
牧
さ
る
L

と

・とた

L
に
柿
岡
附
近
に
達
す
る
が
他
の
方
向
か
ら
来
る
も
の
は
地
震
波
の

.
勢
力
が
衰
へ
る
主
も
考
へ
ら
れ
る
。

七
地
鳴
の
強
さ
と
震
度
と
の
比
較
次
に
五
ヶ
年
聞
に
起
っ
た
地
鳴
地

震
の
全
同
数
よ
り
そ
の
震
度
と
そ
し
て
地
鳴
の
強
さ
を
0
、
ー
、

2
の
三

階
段
に
分
っ
た
も
の
と
の
比
較
同
教
比
百
分
率
を
表
示
し
て
見
る
左
弐
表

の
如
く
で
あ
る
。
之
は
柿
岡
に
於
け
る
も
の
で
あ
る
。

地
鳴
の
強
さ
及
震
度
刷
地
鳴
地
震
同
教

J!!と? O 1 2 計
O 10 12 O 22 

1 140 113 6 ~59' 

2 18 26 4 48 

3 3 3 。“ 8 
4 O 1 2 3 

計 1i1 155 14 B40 

地
鳴
の
強
さ
及
震
度
別
百
分
率

震\\度\正也~~\JA1虫 O 1 2 

O 45% 55% 0/0/ O 

1 54 44 3 

2 37 54 8 

3 38 38 25 

4 O 33 67 

以
上
の
表
に
て
直
ち
に
判
明
せ
る
如
く
地
鳴
を
伴
ふ
地
震

ω
震
度
は
震

度
階
級
(
気
象
憂
震
度
)
に
於
て

ω、
∞
に
最
も
多
く
全
観
測
同
数

ω北



割
を
占
め
他
は
と
れ
に
比
す
れ
ば
些
少
な
る
も
の
で
あ
る
。
、
倫
百
分
率
の

去
を
見
る
に
地
鳴
の
強
さ
仰
似
た
る
も
の
は
震
度
剛
、
の
、
仰
な
る
微
弱

震
に
多
く
仰
の
如
き
強
度
階
級
の
地
鳴
は
割
合
顕
著
た
る
地
震
に
件
ふ
と

ル
」
が
解
る
。

従
っ
て
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
鳴
の
強
弱
に
影
響
あ
る
と
主
は
右
の

事
賓
の
み
た
ら
や
J

、
他
の
地
に
で
も
顕
著
な
る
地
震
に
は
大
概
地
鳴
の
現

象
を
観
測
さ
れ
る
の
も
肯
首
し
得
ら
る
L

と
主
で
あ
る
。
前
記
の
表
に
於

て
震
度
向
な
る
階
級
の
地
震
同
教
が
徐
り
に
僅
少
な
る
黙
に
於
て
地
鳴
仰

な
る
百
分
率
が
六
七
%
た
る
値
を
見
る
と
と
は
確
賓
な
る
も
の
之
は
一
石
ひ

得
ぬ
ふ
」
し
で
も
哨
大
剛
胞
の
傾
向
を
窺
ふ
と
さ
が
出
来
ゃ
う
。

表
中
地
鳴
の
強
度
階
級
L
C

し
て
仰
、

mw
、
似
た
る
も
の
を
定
め
た
が
と

れ
は
絶
釘
的
た
も
の
で
は
勿
論
な
く
只
耳
の
感
覚
主
り
比
較
的
に
定
め
た

も
の
で
あ
る
。
と
九
昨
77
を
一
青
々
が
日
常
聞
く
庭
の
音
に
比
較
し
て
み
れ
ば

問
た
る
階
級
の
も
の
は
地
鳴
微
な
る
も
の
で
、
屋
内
或
は
屋
外
で
静
に
注

意
せ
る
人
が
感
宇
る
程
度
の
も
の
で
軽
き
風
の
音
位
。
仰
な
る
階
級
は
殊

更
に
注
意
せ
ざ
る
も
静
に
居
る
人
に
は
何
人
に
も
気
付
か
れ
る
程
度
の
も

の
で
、
遠
方
を
走
る
微
か
・
な
自
動
車
の
一
音
の
如
く
と
の
種
の
地
鳴
は
一
呑

多
く
観
測
さ
れ
る
。
¥
め
な
る
も
の
は
総
て
の
人
々
が
地
鳴
左
一
五
ふ
と
之
を

認
識
す
る
一
も
の
で
、
・
数
丁
隔
り
た
る
所
を
走
る
一
岳
動
車
の
エ
ン
ヂ
ン
に
よ

る
一
音
の
如
心
、
或
は
遠
雷
の
如
く
‘
又
は
閉
ぢ
た
る
洋
室
内
で
ガ
ラ
ス
戸

を
た
L

い
て
得
る
一
首
の
や
う
に
、
此
の
種
の
も
の
は
傍
に
一
寸
と
し
た
喧

吸
を
聞
い
て
も
充
分
観
測
出
来
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
市
し
て
と
れ
等

の
階
級
の
境
は
確
然
'
と
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
泣
い
ο

八
地
鳴
の
振
動
敷
。
現
今
で
は
地
鳴
の
振
動
教
を
記
録
さ
せ
る
と
止
は

左
程
困
難
で
は
な
い
左
忠
ふ
が
便
宜
上
最
も
簡
単
た
方
法
で
そ
の
測
定
を

行
っ
た
。
印
ち
棒
や
板
-
を
振
動
弓
す
'
と
か
、
弦
を
鳴
ら
す
'
と
か
、
空
気
の

振
動
等
に
よ
っ
て
と
れ
に
近
い
音
を
出
し
そ
の
毎
秒
の
振
動
教
を
推
測
し

た
の
で
あ
っ
た
が
、
地
鳴
の
振
動
数
が
可
聴
'
ど
非
可
諒
と
の
附
近
に
あ
る

の
在
、
一
音
色
が
異
た
る
り
・
と
で
中
々
決
定
す
る
と
止
は
困
難
で
あ
る
。
然

し
此
等
の
経
験
か
ら
大
館
の
値
を
推
測
す
る
在
地
鳴
の
振
動
数
は
五

O
を

超
え
宇
と
れ
以
下
の
も
の
は
非
可
聴
音
の
振
動
ま
で
連
結
的
に
起
る
も
の

ル
」
見
倣
さ
れ
る
。

九
地
鳴
を
起
す
原
因
の
考
察
心
地
鳴
が
空
気
の
振
動
で
あ
る
こ
と
は
確

貸
で
あ
る
が
と
の
空
気
の
振
動
を
起
す
も
の
は
何
で
あ
る
か
ん
」
一
五
ふ
ζ

と

は
他
に
考
へ
ら
れ
る
と
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
地
鳴
が
地
震
に
件

っ
て
来
て
例
外
が
た
い
・
と
云
ふ
事
か
ら
地
震
と
密
接
な
閲
係
が
あ
る
と
と

が
考
へ
ら
れ
る
。
'

安
気
が
振
動
す
る
に
は
振
動
儲
が
空
気
中
に
存
在
す
る
か
又
は
爆
設
の

三
八
九



場
合
の
様
に
衝
撃
的
た
丸
が
空
気
に
奥
へ
ら
れ
だ
場
合
で
あ
る
。
後
者
の

場
合
に
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
地
面
の
初
動
で
あ
る
が
と
れ
は
空
気
を
振
動

さ
ぜ
る
程
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
た
い
。
然
る
'
と
き
は
唯
一
の
も
の
左
し
て
、

振
動
躍
の
存
在
右
考
へ
ね
ば
な
ら
た
い
、
と
の
振
動
捷
と
し
て
地
震
波
を

取
り
入
れ
る
と
左
は
無
理
が
た
い
と
主
L

忠
ふ
。
問
題
は
地
震
波
の
中
に

2
日
の
振
動
教
に
匹
敵
す
る
程
、
週
期
の
小
さ
い
波
動
が
存
在
す
る
か
ど
ラ

か
主
云
ふ
と
L

乙
で
あ
る
。
前
述
の
地
震
記
象
の
地
鳴
地
震
の
も
の
が
普
通

の
方
法
で
験
測
さ
れ
た
い
程
の
小
週
期
の
波
動
を
存
す
る
と
左
は
上
の
考

察
に
有
力
た
援
助
を
奥
へ
る
。

先
づ
順
序
左
じ
て
筆
者
は
一
音
の
振
動
に
比
す
ぺ
き
短
週
期
の
振
動
が
地

震
波
の
中
に
存
在
す
る
か
否
か
を
貰
験
的
に
調
査
じ
て
み
た
O
〆

pDA 

~ :-!: 
俳句与

，;'"え.

設
に
一
つ
の
短
形
に
、
議
め
振
動

数
の
知
れ
て
ゐ
る
員
総
の
板
を
取
り

と
れ
を
以
っ
て
地
震
に
よ
っ
℃
起
さ

れ
た
幾
多
の
波
動
に
選
揮
共
鳴
せ
し

め
や
う
'
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
第
十

国
V今

此
の
板
の
振
動
教
と
長
さ
の
関

係
は
簡
単
に
次
式
に
よ
っ
て
典
へ
ら

三
九

O

れ
る
。
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δ
長
岡

岡
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可
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桂
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寸
て
k
y
万
事
再
…
蝋

遠
山
山
庁
制
庁
内
器
.
出
叫
ー
が
尚
樟

d
，
伊
川
い

。
。
切
言
。
。
岱
百
十
一
戸
目
。

s
o言
u白
川

U

汗
件
対
営
再
虫
剤
盟
昇
一
応
4
4

同
「
対

AUG作
付
加
い
0

今
地
震
の
場
合
を
考
べ
る
に
地
殻
の
振
動
は
と
の
振
動
板
に
就
で
仰
の

値
を

7
八
七
五
'
と
し
で
計
算
す
れ
ば
良
い
。
斯
く
す
る
と
と
に
よ
り
金

属
板
の
固
定
し
た
部
分
が
節
と
た
り
、
上
方
の
自
由
端
が
腹
と
怠
っ
て
原

振
動
を
な
す
。

筆
者
が
測
定
に
使
用
し
た
る
板
は
厚
二
・
八
糎
の
貫
録
板
で
斯
く
し
て

得
た

n
一
七
に
相
営
す
る
振
動
板
の
長
さ
L
は
二
八
・
七
糎
を
得
た
u

と
の
板
に
よ
っ
て
一
七
の
振
動
裁
を
持
つ
地
震
波
動
を
選
出
し
ゃ
う
と

し
た
。
第
十
一
国
は
印
ち
此
の
板
が
共
鳴
振
動
を
し
た
記
録
で
あ
る
。
(
ア

の
記
象
は
そ
の
地
震
の
簡
単
微
動
計
に
よ
る
記
録
で
あ
る
。
〉
此
の
記
録
か

ら
出
し
た
週
期
は

0
・
0
七
秒
弱
の
も
の
で
従
っ
て
振
動
教
は
一
五
主
云

ふ
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
(
前
に
計
算
よ
り
出
し
た
も
の
ん
」
測
定
L
た
も

の
左
が
一
寸
法
ふ
が
此
の
程
度
の
誤
差
は
計
算
及
び
装
置
か
ら
来
る
誤
差



で
あ
っ
て
今
の
場
合
問
題
で
な
い
。
)
街
地
鳴
を
伴
は
ぬ
地
震
で
は
板
の
振

動
は
極
め
て
小
で
あ
る
。
右
の
寅
験
、
に
よ
る
観
測
同
教
は
極
め
て
少
数
で

は
あ
る
が
、
兎
も
角
地
鳴
の
あ
る
地
震
に
は

0
・0
七
秒
程
度
の
短
週
期

波
が
相
営
大
き
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
存
在
す
る
こ
と
が
明
か
と
危
つ

た
。
此
寅
験
で
は
装
置
設
備
の
関
係
上
唯
一
仰
の
振
動
板
だ
け
に
就
て
賓

験
し
た
が
、
治
種
々
の
振
動
教
を
有
す
る
振
動
板
に
就
き
観
測
を
行
ふ
必

要
が
あ
る
。
而
し
て
此
種
の
概
測
か
ら
地
鳴
地
震
左
非
地
鳴
地
震
と
に
於

て
、
短
週
期
波
が
如
何
に
異
た
っ
て
含
有
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
求
め
る
と
と

は
最
も
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
が
ま
だ
そ
こ
ま
で
観
測
を
究
む
る
と
左
が

出
来
得
た
か
っ
た
。
と
の
種
の
問
題
に
就
て
は
装
置
も
倫
完
備
し
て
後
日

賓
験
を
行
ふ
考
へ
で
あ
る
。

此
の
事
賓
か
ら
地
鳴
は
短
週
期
の
地
震
波
に
よ
っ
て
誘
愛
さ
る
L

振
動

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

さ
て
地
鳴
が
何
故
柿
岡
地
方
に
多
く
観
測
さ
れ
る
か
を
考
へ
で
見
ゃ
う

例
そ
の
第
一
の
原
因
は
震
源
の
深
さ
が
二
十
粁
程
度
以
下
の
比
較
的
脅
い

地
震
が
多
い
と
と
で
あ
る
。
故
に
同
程
度
の
深
い
地
震
に
比
し
途
中
に
於

て
地
震
波
の
t

ヱ一、
'A
ル
ギ

I
の
吸
牧
が
比
較
的
少
た
く
し
て
地
表
に
建
オ
る

と
.
2

ど
が
出
来
る
J
j
州
第
三
は
地
質
が
強
聞
で
あ
る
事
で
あ
っ
之
介
一
え
れ
も

軟
弱
な
地
質
に
比
心
地
震
波
の
ェ
、
不
ル
ギ
ー
を
比
較
的
減
表
世
丸
め
る
と

左
少
な
く
地
表
へ
建
せ
し
め
る
。

震
源
に
於
て
種
々
の
週
期
の
波
が
放
射
さ
れ
、
短
週
期
の
波
は
比
較
的

小
さ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
と
す
れ
ば
、
と
れ
等
の
波
は
途
中
に
於
て

吸
牧
さ
れ
る
が
地
質
に
よ
っ
て
そ
の
吸
収
が
異
在
る
事
は
考
へ
ら
れ
る
。

此
等
の
仮
定
の
も
EYE-

に

ω左
川
左
を
考
へ
る
と
、
短
週
則
の
波
が
比
較
的

減
衰
す
る
と
と
な
し
に
地
表
ま
で
達
し
、
と
れ
等
の
波
が
ん
金
気
の
振
動
を

起
す
と
し
て
柿
岡
附
近
に
地
鳴
が
多
い
事
を
一
説
明
出
来
る
。

柿
岡
の
北
々
東
方
向
か
ら
の
地
震
で
は
震
央
が
遠
く
て
も
地
鳴
を
起
す

と
と
が
あ
る
の
は
柿
岡
か
ら
と
の
方
面
に
走
る
強
固
な
地
居
が
存
在
す
る

急
で
あ
っ
て
、
仰
の
僚
件
に
相
山
回
国
す
る
。

¥
/
 

倫
筑
波
が
柿
岡
か
ら
僅
に
十
粁
程
度
の
距
離
に
る
り
た
が
ら
前
越
五
、

「
地
鳴
地
震
£
非
地
鳴
地
震
と
の
記
象
型
の
比
較
」
表
中
に
見
る
様
に
、
柿

岡
に
較
べ
て
地
鳴
を
聞
く
と
と
が
少
い
の
は
一
音
の
反
響
も
地
鳴
の
聴
取
に

重
要
な
閥
係
が
あ
る
の
で
は
た
い
か
と
云
ふ
と
左
を
示
し
て
ゐ
る
。
柿
岡

が
周
尉
山
に
取
り
固
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
柿
悶
の
地
鳴
同
教
が
筑
波
よ
り

多
い
事
の
説
明
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。

怒
り
に
臨
み
と
の
調
奈
に
就
て
御
多
忙
の
庭
を
格
始
御
懇
切
な
る
御
指

導
を
賜
り
ま
し
た
所
長
今
道
技
帥
に
厚
く
御
躍
を
申
し
上
げ
ま
す
。
命
観

大4



三
九
二

測
値
を
提
供
下
さ
い
ま
し
た
市
筑
波
山
、
水
戸
、
宇
都
宮
、
熊
谷
、
銚
子
、

幅
島
の
各
測
候
所
、
及
び
絶
え
や
御
注
意
を
頂
き
ま
し
た
所
員
諸
兄
、
震

動
計
の
装
置
に
御
手
倖
下
さ
い
ま
し
た
吉
田
金
三
氏
に
、
厚
く
御
躍
申
し

上
げ
ま
す
。

. 
-

一
九
三
三
年
一

O
月
二
丘
日

神
岡
地
磁
気
観
測
所
に
て


